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三浦大根は冬場だけの伝統品種。しかしその大きさ、また収穫作業がしにくい点から作り手が減って
おります。木村さんも作付けを断念しかけていましたが、この伝統品種を守るべく常総生協からお願
いして毎年作っていただきました。ぜひこの美味しさを知ってもらい、この時期だけの食の喜びを組
合員みんなで分かち合いたいと思います！ 
 
■常総生協と三浦大根について 

安定した食味の良さに加えて、作りやすいという点から、現在市場を流通す
る大根の約 9割が「青首大根」が占めています。今では希少な品種になって
います。一時は絶命の危機に瀕していましたが、一部の消費者や生産者の働
きによってこうして今の時代まで残すことができました。こうした状況の中、
木村農園代表、木村さんにも 10年以上三浦大根をお願いしてきました。こ
れまで組合員や職員が一緒に種まきや、収穫、利用推進をおこなってきまし

た。過去に大量の害虫が発生したことから、常総生協で禁止している農薬 (ネオニコチノイド系農薬 )
を使用したことから、供給を止めてしまった事もあります。伝統野菜を守り、育てていくには生産者
だけの努力だけでは困難です。ぜひ組合員の皆様とも一緒に考え、育てていきたいと思います。
 
■三浦大根は、この時期にしか食べられない伝統品種！ 
三浦大根は通年出荷できる品種ではありません。気温が高くなると品種の特性上
葉が枯れてしまったり、病気にかかりやすくなってしまうので常総生協の出荷も
12月末～ 2月末のたった 2か月間です（※定番で出荷している大根は「青首大根」
です）。冬場に霜が下りても丈夫に育ち、グッと糖度を高めるので肉質が緻密で
甘みがとても強いです。上部を薄くスライスすれば、生のままでも甘みがあり牛
肉・豚肉との相性も抜群！下部の太いところはじっくり煮込むことで甘みが増し、どんな煮物料理に
も合います。
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【ものづくり ・ 人づくり ・ 地域づくり】 2017 年度活動テーマ　～地元のやさいを食べよう～

【2017 年 12 月後半の予定】
●生協基幹運営／地域活動 ・催し● ●提携 ・協同 ・連帯企画●

【定期開催の催事】
•	 毎週木曜日につくば桜運動公園ゴンタの丘にて地域コミ
ニュティ活動中。

•	 ゆるカフェ 12 月は年末という事もあり、 ゆるカフェ開催を
見送ります。

•	 毎月第 1土曜日にじょうそう朝市を開催しています。
•	 憲法講座は 12 月はお休みになります。

12/15 （金） 三浦大根収穫体験 （木村農園）
12/16 （土） 「歴史を学ぼう」 市民公開講座
　　　　　　　　柏のカレー屋 「サンフル」 にて展示即売会
12/30 （水） 定例理事会
12/23 （土） きのこづくり体験 （中野きのこ園）

12/14 （木） 茨城訴訟団会議
12/16 （土） 柏検診
12/17 （日） 我孫子検診

特別増資 500250 にて 1 口 500 円毎週受け付けています。 出来るときに出来る範囲で、 ご協力宜しくお願い致します !!

常総生協冬の定番食材 !!

みんなで食べよう。 三浦大根。
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1 月 1 回注文番号 　木村さんの大根 （三浦系） を使い切りましょう♪
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原発事故から命を守るために

◇第 1部	 神田香織公演　13:00 ～
　講談「ふくしまの祈り― ある母子避難の声」
避難のリアルな現実を ､福島県民としてその身になって伝える神田香織さんの語りは真実に迫ります。

◇第 2部	 出版記念　広瀬隆講演会　14:30 ～　
日本列島の全原発が危ない！－広瀬隆 白熱授業　DAYS JAPAN刊　
広瀬隆さんから原発の全てを学びたいと思います。

原発事故後、福島では甲状腺がんの多発だけでなく、突然死、心臓疾患、脳血管障害などが急増しています。
そんな中、日本原子力発電は東海第二原発の再稼働に向けた手続きをドンドン進めています。
新たな事故を防ぎ、命と暮らしを守る為に、今何をなすべきなのかを、皆様と一緒に考えたいと思います。

1 月 20 日 ( 土 )　 開場　　12：30

茨城県生涯学習センター　　多目的ホール

入場料　前売　 一般 1500 円　学生 ･ 障がい者　　800 円　

　　　　　　当日　 一般 1800 円　学生 ･ 障がい者 1000 円

　　　　　　　　　福島県避難者・高校生以下は無料

主催　福島応援プロジェクト茨城　http://blog.goo.ne.jp/oueniba
後援　土浦市・土浦市教育委員会・つくば市・つくば市教育委員会
　　　常総生協・東海第 2原発の再稼働を止める会
協賛　DAYS JAPAN・IWJ・快医学ネットワーク・原発いばらきネットワーク

ﾁｹｯﾄ問合せ　090-9108-0464（小張）　090-7845-6599（長田）　090-2430-2011（丸町） 
　　　　　 　080-9206-8570（片平）　029-857-8845　（花小路）
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　鈴木牧場の産地見学交流会を 11 月に 3 回開催しました。どの

日程も天候に恵まれ秋晴れの中の牧場見学となりました。

　参加者の方がびっくりされていましたが、鈴木牧場の見学は牛

を見るだけではありません。鈴木さんが丹精込めて栽培した牧草を噛んで味わって、牛の糞尿の臭い

をかいで、そして糞尿から出来た発酵熱でホカホカの堆肥を触ってみて・・・。鈴木牧場が日々取り

組んでいる「美味しい牛乳は健康な牛から・健康な牛は良い草づくりから・良い牧草は健やかな土づ

くりから」を牧場全体を回って体感します。そして鈴木さんの説明を聞くことで、長年の地道な努力

の積み重ねの上に今日がある事を知ることが出来ます。

　来年の牛乳供給スタートに向けて一人でも多くの組合員の皆さまに鈴木牧場の事を知ってもらいた

いと思います。年明けには各地域での牛乳の試飲会を予定しています。可能な限り、鈴木さんも出向

いてくれて組合員と直接お話しをしたいと言ってくれています。また少し暖かい季節になってきたら

牧場見学会を開催したいと思います。

　また組合員みんなの気持ちを寄せ合って造る「鈴木牧場牛乳工房」としていくための特別増資 （注

文番号 500250　1 口 500 円） の協力を引き続きよろしくお願いします。小さな力でも多くの人が関わ

ることで大きな力になります。

「五感を働かせて、 感じて帰って欲しい。 ネットの情報や

書物からだけでは全てのことはわかりません」 （鈴木牧場　鈴木昇さん）

牛乳 PJ 「産地交流会」 開催報告

●愛情込められての酪農に感動しました。

　鈴木牧場さんの見学を念願叶って初めて参加
させていただきました。まず最初に感じた事は
牛の表情です。愛情込めて育てられた牛たち
の表情にまず感動しました。1頭 1頭に名前が
あり、草の香りがまるで大げさでなくアロマ
テラピーのようにとても癒されていく私がいる
ことに気づきました。土作り、牛の食物となる
草作り、堆肥作り。命の循環の中に鈴木牧場さ
んはあり真摯にそして真面目に、そしてさらに

よりよく追及されておられる姿に感動いたしま
した。ここまでの道のりは並大抵のものではな
かったと思われますが、鈴木牧場さんに出会え
た私達常総生協の組合員は本当に幸せだと思い
ました。ご両親様の意思を受け継いで頑張って
くださっている息子さん、そして、お嫁さんに
も心から感謝です。是非多くの方に鈴木牧場さ
んに足を運んでいただきこの感動を共有したい
と思う良き 1日となりました。

（守谷市　K.T さん）

～参加された組合員、 職員の感想～

※ 6Pに引き続き参加者の感想を掲載しています。
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●増資に協力します♪

　牧場に来たのは始めてで新鮮でした。そして
いやされました。臭いがほとんどないのには
驚きました。堆肥作りにこだわりとプライドを
持っていらしてすごいなと思いました。子供も
とても楽しかったようです。鈴木さんファミ
リーが皆、清々しく好感がもてました。ヨーグ
ルトやチーズを食べるのが更に楽しみになりそ
うです。堆肥のサイクルも太古からの自然のも
のに感じて人として原点のようなものも感じま
した。（息子・中村秀樹）堆肥作りにとても興
味があった。１年目の草ではダメで５年目以降
の草ならできるなど、自然の力と鈴木さんのこ
だわりと手をかけているのに感心した。発酵の
香りも良かった。どんな菌バクテリアがいるの
か・・・と考えると面白かった。自分達の容量
を把握し、３０頭と決め丁寧にこだわりある、
プライドを持ってる姿に感心した。廃棄物が出
ない見事なサイクルも素晴らしい。今日来て、
大変面白く良い時間をすごせました。ありがと
うございました。増資は協力させて頂きます。

（つくば市　M.K さん）

●「牛乳」ができる！！うれしくてうれしくて

6 年ぶり 2 度目の訪問をさせて頂きました。

　11/4 に産まれた子牛が迎えてくれ全部の牛
を見て来ました。栄養のある土に育つ野菜の色
が実は緑色がうすいという事には驚きました
し、その土をつくるための「秘密基地」での行
程にも感動でした。一瞬、北海道を思わせるよ
うな畑には 5ｃｍくらい伸びた牧草、私が口に
しても甘い干し草だから牛もおいしく食べて、
ますます美味しくて安心な牛乳そして乳製品に
なることでしょう。楽しみにしています。おい
しい牛乳ごちそうさまでした。

（土浦市　T.Mさん）

●初めての牧場見学、びっくりの連続でした。

　くさくない、牛が生き生きとして健康で、目
がきれい。鈴木さんのこだわりや信念を直接
聞くことができて本当に良かったです。大規模
化、法人化が主流の世の中で小規模にていねい
に経営していくのは至難の技。「ひと」と「ひ
と」がちゃんとつながっているからそれが可能
になっていると、よくわかりました。鈴木さん
ともっともっと話をしたかったです。すばらし
い酪農家さんに出会えたことに感謝し、これか

らも応援していこうと思います。勉強になりま
した。ありがとうございました。

（つくば市　E.I）

●組合員においしさを伝えていきます !!

　今回鈴木牧場の研修をさせてもらい、鈴木さ
んの牛乳作りに対する想い「おいしい牛乳を作
るなら土づくりから」の意味が現地に行って実
際に体験してみてやっと分かった気がします。
また、現地に行って感じたのが牧場なのに牧場
独特の匂いがなく無臭だった事と牛舎の中にい
る牛たちがとてものびのびと生活している場面
が見られた事が印象的で他の牧場とか牛舎とか
を見てきた身としては、鈴木牧場の動物たちは
本当にいい土を使用されていて良い餌を与えら
れて育っているんだなと見てて感じました。ま
た、鈴木牧場の牛はメスしかいない事に驚きま
した。今回の研修を通じて、鈴木さんの牛乳作
りに対するこだわりが改めて分かった気がしま
すし牛乳プロジェクトに関心がもてるようにな
り現地に行けて良かったと思いました。また、
このように現地に行ける機会があれば行きたい
です！試食させていただいたヨーグルトがやは
りおいしかったので自分の組合員においしさを
伝えていけたらいいなと思います。

（職員　供給部　小室）


